
５年上第６回 円とおうぎ形 

おうぎ形  

 

半径 

弧 

中心角 

 

 

 
中心角が９０度のおうぎ

形を四分円という。 

Ｏ 

 

円周上にできる三角形で， 

直径を 1 辺とする三角形は直角三角形になります。 

 

 

 



 

 

 

外角の定理より， 

54 度 

108 度 

5年上 例題 

二等辺三角形 

OA=OB だから，三角形 OAB は二等辺

三角形 

OA=OC だから，三角形 OAC は 

※角 BAC は直角になるので， 

 y=(90-36=)54 度 

 

円周の長さは， 

「直径×円周率」 

8x3.14 = 25.12cm 

(2)完全な円の中

心角は３６０度なの

で， 

このおうぎ形の弧の

長さは， 

 



 

(1) 

円の面積は 

「半径 x 半径 x 円周率」 

なので， 

5x5x3.14 = 78.5cm2 

APは円 Aの半径で６㎝ 

BPは円 Bの半径で６㎝ 

すると， 

△PAB は正三角形 

正三角形の 1 つの内

角は 60 度なので， 

角 PAQ は， 

  60x2=120 度 

120 度 

(2) 求める長さは， 

「直径 12cm，中心角

120度のおうぎ形の弧

の長さ×2 です。 

12x3.14x
120

360
x2 

=12x
120

360
x2x3.14 

=25.12 cm 

 

25.12cm 

(2) 

1 つの円の中心角は３６０

度なので，このおうぎ形の

面積は全体の
135

360
 

 4x4x3.14x
135

360
 

= 16x
135

360
x3.14 

= 6x3.14 

= 18.84cm2 
18.84cm2 



 

正方形になるように重ねると下の図のよ

うになります。まん中の目玉の部分は２枚

重なっているので，求める面積は 

 

[覚え得] 

  円周率を 3.14 で計算すると，目玉の面積は 

   正方形の面積 × 0.57  になります。 

   上の問題は 10x10x0.57 = 57 です。 

注意！ あくまでも円周率が 3.14 のときに限ります。 

 



 

正方形 OASD の面積となり， 



 


